
外国人材の採用・定着に関する
コンサルティング支援報告会を開催します！

2026.01.16

宮城県は、外国人材の採用・定着について専門家の支援

を受けた県内企業による成果報告会を企画した。

参加企業は、採用市場や在留資格への理解不足、選考基

準、外国人社員の育成体制などの課題を整理した。

住居の確保、文化・宗教への配慮、職場内コミュニケー

ションの改善も検討対象となった。

対象業種には、人手不足が深刻な介護、水産加工、製造

業のほか、高度外国人材の採用を進める企業が含まれる

。

報告会は2月12日に県庁とオンラインで行い、事例報告

と個別相談を実施する構成とした。

個別企業で得られた採用・定着のノウハウを、県内企業

全体に共有する取組である。
出典：宮城県
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kokusaisei/gaikokujinzai/consultant_report.html



宮城県の外国人労働者 過去最多に
初の2万人超

2026.02.03

宮城労働局の集計で、2025年10月末時点の県内外国人労

働者は、前年同期比3.5％増の2万234人となった。

届出制度の開始以降で初めて2万人を超え、過去最多を

更新した。

外国人を雇用する事業所も4.2％増の3,405か所で過去最

多だった。

国籍別ではベトナム4,312人、ネパール3,263人、インド

ネシア2,908人の順に多い。

労働局は、介護や建設など多様な職種で特定技能外国人

が増加していると説明した。

外国人雇用が一部の製造業などに限らず、県内の幅広い

産業へ広がっている状況が示された。

出典：khb東日本放送 https://www.khb-tv.co.jp/news/16327742



仙台市外国人材宿舎借り上げ等
支援補助金

2026.04.03

仙台市は、市内に本部を置く介護サービス事業者が外国

人職員の宿舎を借り上げたり、家賃を負担したりする費

用を補助する。

対象となる在留資格は介護、特定技能、技能実習、特定

活動などで、留学生も一定の就労条件を満たせば含まれ

る。

住居は仙台市内にあり、複数人で暮らす場合も1人につ

き1居室を確保する必要がある。

申請できる部屋数は1法人当たり年度内3部屋までとされ

た。

外国人材1人につき、月額上限5万円の対象経費の2分の1

を補助する。

住居確保を事業者任せにせず、採用初期の生活基盤を行

政が支える制度である。
出典：仙台市 https://www.city.sendai.jp/kaigojinzaikakuho/yachinhojo.html



カンボジア人材みやぎジョブフォーラム2026の
参加企業・団体を募集します！

2026.04.08

宮城県は、カンボジア政府と連携し、県内企業と監理団

体、登録支援機関、現地送出機関をつなぐジョブフォー

ラムを開催した。

県はカンボジアと人材の受入れ・送出しに関する覚書を

締結しており、その枠組みに基づく事業である。

開催日は4月14日、会場は仙台国際センターで、参加費

は無料とされた。

午前は外国人採用の基礎講座や事例研究、午後は監理団

体や現地送出機関との商談を行う構成とした。

企業はカンボジアへ渡航せず、情報収集から受入経路の

構築まで進められる。

採用後は県の外国人材採用・定着支援事業などにつなげ

る方針である。
出典：宮城県
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kokusaisei/miyagi_khm_jobforum2026.html



令和8年度外国人介護人材
日本語・介護技術学習支援事業について

2026.04.13

宮城県は、県内介護施設で働く技能実習生と介護分野の

特定技能1号外国人を対象に、日本語と介護技術の学習

講座を設けた。

就労・定着の促進に加え、介護福祉士国家資格の取得支

援を目的とする。

実施期間は2026年6月から2027年2月で、1回2～3時間、

主にオンライン形式で行う。

国家試験対策は初級、中級、上級の3クラスに分け、上

級は模擬試験など一部を通学形式とした。

このほか、介護現場の日本語、基本知識、技術や心構え

を学ぶ全20回のコースも設けた。

来日時の基礎研修だけでなく、資格取得と長期的なキャ

リア形成を支える内容である。
出典：宮城県 https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/chouju/r8nihongo.html



仙台市外国人介護人材受入サポーター
事業について

2026.05.12

仙台市は、外国人介護人材の受入実績を持つコスモスケ

ア株式会社を「外国人介護人材受入サポーター」として

認定した。

同社は技能実習、特定技能、留学生など20人を超える外

国人職員を受け入れ、5年以上の経験を持つ。

初めて採用する事業者などに対し、受入れまでのロード

マップ作成や費用、研修の助言を行う。

監理団体・登録支援機関の選定、採用面接への同席、採

用後の定着・キャリア形成も支援対象である。

外国人職員同士の交流会にも参加でき、相談回数に制限

はない。

行政が一律に指導するだけでなく、受入企業の実務経験

を他の介護事業者へ横展開する仕組みである。
出典：仙台市
https://www.city.sendai.jp/kaigojinzaikakuho/r8ukeiresupporter.html



「MIA日本語サポータービギナー研修会」
参加者募集

2026.06.09

宮城県国際化協会は、県内在住外国人の日本語学習をマ

ンツーマンで支援するボランティア向けの初心者研修会

を募集した。

対象はMIA日本語サポーターの登録者と、登録を希望す

る県民である。

研修では、宮城県の国際化の現状、日本語ボランティア

の役割、教材の選び方などを学ぶ。

外国語として日本語を捉える方法や、「やさしい日本語

」、具体的な支援事例も扱う。

開催日は7月30日、定員20人、参加費は無料とされた。

技能実習生や外国人労働者が地域で日本語を学ぶ際に、

勤務先以外で継続的な支援を受けられる人材基盤を整え

る取組である。
出典：宮城県国際化協会 https://mia-
miyagi.jp/frommia/%E3%80%90%E5%8F%82%E5%8A%A0%E8%80%85%E5%8B%9F
%E9%9B%86%E3%80%91%E3%80%8Cmia%E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E%E
3%82%B5%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC%E3%83%93%E3%82
%AE%E3%83%8A%E3%83%BC%E7%A0%94



SenTIAはたらく人の日本語教室

2026.06.17

仙台市と仙台観光国際協会は、市内で働く外国出身者を

対象とした日本語教室の参加者を募集した。

職場で使用する日本語に加え、日本の文化や防災につい

て学ぶ。

対象は半年程度の日本語学習経験があり、全8回に参加

できる外国人就労者である。

7月24日から10月30日まで、対面授業とZoom授業を組み

合わせて実施する。

定員は15人程度で、受講料は無料とされた。

業種や在留資格を限定せず、技能実習生や特定技能外国

人を含む就労者が、仕事と地域生活の双方に必要な日本

語を学べる講座である。

出典：仙台観光国際協会 https://www.int.sentia-
sendai.jp/nihongo/news/%E3%80%90%E5%8B%9F%E9%9B%86%EF%BC%88%E3%8
1%BC%E3%81%97%E3%82%85%E3%81%86%EF%BC%89%E3%80%91sentia%E3%80
%80%E3%81%AF%E3%81%9F%E3%82%89%E3%81%8F%E4%BA%BA%E3%81%AE%
E6%97%A5%E6%9C%AC%E8%AA%9E%E6%95%99/



がんばる外国人材・企業応援補助金

2026.06.22

宮城県は、外国人材の採用、育成、定着に取り組む県内

企業を対象とする補助制度を開始した。

対象は県内に事務所または事業所を持ち、外国人を雇用

中、または事業完了までに雇用を開始する法人である。

県のコンサルティング支援を利用する企業向け、日本語

講座を受講する企業向け、一般企業向けの3枠を設けた

。

補助対象には、日本語能力試験、技能試験、資格取得、

社内の受入環境改善などが含まれる。

単なる採用経費ではなく、外国人が現在の職場で能力を

高めながら長期就労するための取組を支援する。

県の日本語教育・コンサルティング施策と補助金を組み

合わせた定着対策である。
出典：宮城県
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/kokusaisei/gaikokujinzai/ganbaruhojokin2026.ht
ml
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